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山梨県小菅村役場
多摩川源流域山梨県小菅村の奥山 地域と里山 地域の計 地域において 年 月から 月ま
での ケ月間 台のセンサ カメラによって げっ歯目と翼手目を除く中大型哺乳類相の調査を実施した
カメラ日 その結果 種の中大型哺乳類が確認され 撮影頻度 カメラ日あたりの撮影枚数
が高い種は 上位からニホンジカ イノシシ テン
ニホンザル そしてタヌキ で
あった 位のニホンジカの撮影頻度の割合 は 位のイノシシ に比べ 倍高く 地
域すべてにおいて相対的に高い値を示した また 調査 地域において 対象種の撮影頻度の合計が最も高
い傾向を示したのは 湧水域を対象とした奥山地域 種 で 続いて里山地域 種 里
山地域 種 奥山地域 種 の順であった 湧水域の撮影頻度の高さは この地域の
個体数あるいは利用頻度の高さを反映したものであり この地域が野生生物管理にとって鍵となる環境であ
ることが示唆された
カメラトラップ 食害 ニホンジカ 野生生物管理 湧水
秩父山地の多摩川源流域に位置する山梨県小菅村は 野
生動物による農林業や自然植生への被害が出始め 今後深
近年 日本各地で野生動物による農林業や自然植生への 刻化する可能性が高い地域の一つである しかし 被害状
採食被害が急増している 関東地域においても 丹沢山 況の把握や哺乳類相に関する基礎情報はほとんどない
地 秩父山地 房総半島などで 特にニホンジカ そこで本研究は 山梨県小菅村に着目し 中大型哺乳類
以下シカ による食害が深刻化し 特定鳥獣保護 相とその分布状況を把握することを目的として カメラト
管理計画に基づく実態調査や被害対応策などがとられてい ラップ法による調査を実施した
る
野生生物管理は 問題の急務性から被害が顕在化した高
生息密度地域において 密度を低水準に抑制する個体数管 調査地は 山梨県小菅村 小菅村役場
理や生息地管理が実施されている そのため 問題種の生態 標高 周辺である 図 東京都奥多摩
調査も被害が深刻な地域で行われる場合が多い その一方 町小河内観測所 標高 観測期間 年 にお
で 被害の初期段階あるいはこれから被害が発生する恐れ ける年平均気温は で 最暖月平均気温は 月の
のある地域において 哺乳類相に関する基礎情報は少ない 最寒月平均気温は 月の である 年降水量
森林生態系を保全するためには 特定種の詳細な生態研 は 月毎の平均降水量は 月が最も多く
究に加えて その地域の哺乳類相を把握することが重要で 月が最も少ない 夏雨型の太平
ある 哺乳類相やその分布を把握する方法には 直接観察 洋側気候下にある
や捕獲などによる直接法と痕跡や聞き取りなどによる間接 小菅村周辺の植生には 気候要因と地形 土壌などの土
法がある それらの調査法には利点がある一方で 直接 地的要因によって成立するブナ林やツガ林などの自然植生
法は技術を要し 従来の間接法は季節や情報源によって大 と 里山などの耕作 伐採や植栽など人為的な影響が加わ
きな偏りを示すという欠点がある そのような欠点を補完 ることによって成立する薪炭林や植林などの代償植生がみ
する意味でも 赤外線センサ を搭載したセンサ カメラ られる 野生動物は 自然植生の主に広がる奥山の森林景
によるカメラトラップ法は 比較的簡便かつ種同定も正確 観と代償植生の広がる里山の森林景観に生息しているが
で中大型哺乳類相を包括的に把握できるため 国内外で利 植生景観の違いが野生動物の行動に影響を与えていること
用されている 近年では 農林業被害の状況を把握する が予想される 特に奥山に接した里山では 農林業被害の
一手法としても注目を集めている 増加が目立つようになってきている そこで 小菅村を奥
松林尚志 石坂真悟 中川 徹 中村幸人
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調査地と調査方法
食害予防のためのセンサ カメラによる事前調査
多摩川源流域の中大型哺乳類相
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多摩川源流域の中大型哺乳類相
調査地小菅村とセンサ カメラの設置個所 カメ
ラ 主な集落 道路
高 に位置する奥多摩町に近い森林地帯で 集落の
農耕地に接している 森林植生は スギ ヒノキ人工林と
クリ コナラ群集の代償植生が多くを占め 農耕地にも近
いため農業被害の出やすい環境下にある
奥山地域と里山地域の計 地域を調査対象地として
年 月から 月までの ケ月間 ただし湧水域を対
象とした奥山地域 については 月から 月までの カ
月間 赤外線センサ が内蔵されたセンサ カメラ 以下
カメラ フィ ルドノ ト 麻里府商事 山口 を計
台設置した 設置に際しては 足跡が確認されたあるいは
山の森林景観 地域と里山の森林景観 地域を区 落ち葉が払われ地面が露出している利用頻度の高いケモノ
分して 野生動物の出現状況をセンサ カメラによって確 道沿いの立木 地上 前後の高さにベルト固定した
認した 図 湧水域を対象とした奥山地域 以外については 対象地域
の中大型種をより多く把握するために カメラの設置場所
を最低 カ所以上とった フィルムとバッテリ は 月に
小菅村の奥山地域には 太平洋側山地を代表する山岳温 一度交換した 写真デ タは 同一個体の重複カウントを
帯自然林が残されている 奥山地域の森林景観は 標高 避けるため 相対的な撮影頻度を比較する単位として撮影
以上のブナクラス域に位置し 約 を境とし 頻度指標 を算出し
て低海抜域にブナ イヌブナ ツガの混生するアブラツツ た すなわち 撮影枚数は 分を基本として 分以内
ジ イヌブナ群集 高海抜域にブナの優占するヤマボウシ に複数枚撮影されても 枚として扱った さらに 一つの
ブナ群集が気候的極相林として成立する また 尾根筋で フレ ムに複数頭撮影されても 頭として扱った これら
はツガの優占する針葉樹林 コカンスゲ ツガ群集が 谷筋 のデ タを元に撮影頻度 カメラ稼働日あたりの撮影
ではシオジ サワグルミの優占するイワボタン シオジ群集 枚数 を算出した
などの広葉樹林が土地的極相林として成立している 本調査では ネズミ類 ニホンリス ムササ
小菅川上流の谷から尾根にかけた奥山地域 標高 ビ ニホンモモンガ
は 谷のイワボタン シオジ群集 斜面のア などのげっ歯目 と翼手目
ブラツツジ イヌブナ群集 尾根のコカンスゲ ツガ群集が を除く体重 以上の中大型種 種を分析対象種とした
連続して配分する植生景観を呈している 奥山地域 は 撮影された動物の種同定は 阿部 によった
標高 の尾根に位置し 牛の寝コ スのヤマ
ボウシ ブナ群集と尾根直下のヤマタイミンガサ サワグル
ミ群集が接する植生配分がみられる ヤマタイミンガサ 年 月から 月までの ケ月間において 解析対
サワグルミ群集の成立する凹状地には 程の湧水 象となる種が 種撮影された 表 図 合計 カ
域が カ所存在し 野生動物によって水飲み場あるいはヌ メラ日 奥山地域 カメラ日 奥山地域 カメラ
タ場としても利用されている 日 里山地域 カメラ日 里山 カメラ日
図 は 対象 種における カメラ稼働日あたりの撮
影枚数の種順位を示したものである 最も高い撮影頻度を
小菅村の奥山地域とは対照的に 集落周辺の森林植生 示した種はシカ 枚 で イノシシ
は 古くから林業を主とする産業が行なわれてきている 枚 テン 枚 ニホン
コナラ ミズナラの多い薪炭林施業の場であり とくに戦 ザル 以下サル 枚 そしてタヌ
後 拡大したスギ ヒノキ植林 アカマツ植林とともに里 キ 枚 が続いた 位
山の森林景観を構成している また これらの森林植生は のシカの撮影頻度は 位のイノシシに比べ 倍高く 全
傾斜地を利用したソバやコンニャク畑とカヤ場 トダシバ 体の を占め大きな偏りを示した
ススキ群集やボタンヅル ウツギ群落などの二次草原や林 今回対象とした奥山と里山の二つの地域において 対象
縁群落をバッファ として持ち 野生動物と人 との境界 種中 カモシカは奥山地域でのみ撮影され その他
を形成している 種は両地域で撮影された また撮影頻度については 奥山
里山地域 は 小菅村役場の北側 標高 に位 と里山各 と と里山地域が高い傾向を示した
置する主にスギ ヒノキ人工林とクリ コナラ群集の薪炭 各種の撮影頻度を比較した場合 奥山地域で高い種は イ
林が配分する森林地帯である 林床植生は 奥山に森林植 ノシシ 奥山 里山 ツキノワグマ
生に比較すると明らかに貧弱で すでにシカによる食害の カモシカ
影響が出ている 里山地域 は 東に下った大成地区 標 であり 里山地域で高い種は サル タ
図
カメラトラップ
奥山地域の森林植生
里山地域の森林植生
結 果
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松林 石坂 中川 中村
小菅村で撮影された哺乳類
撮影頻度の種順位
撮影例 ニホンジカ 上 里山地域 とツキノワグ 各地域における種ごとの撮影頻度
マ 下 奥山地域
ヌキ キツネ 種ごとの撮影頻度を示したものである 各 地域で撮影さ
アナグマ ノウサギ れた種数と撮影頻度は 各 奥山地域 種
ハクビシン 奥山地域 種 里山地域 種 里山
という傾向があった 地域 種 だった 地域間の撮影種数に大きな差
図 は 対象とした奥山地域と里山地域の各 における は認められなかったが 撮影頻度については 奥山地域
表
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多摩川源流域の中大型哺乳類相
宇野裕之 横山真弓 坂田宏志 日本哺乳類学会シカ保護
管理検討作業部会 ニホンジカ個体群の保全管理の
現状と課題 哺乳類科学
神奈川県環境農政部緑政課 編 第 次神奈川県ニ
ホンジカ特定保護管理計画
丹沢大山総合調査団 編 丹沢大山総合調査学術報
告書 生きもの再生調査 財団法人平岡環境科学研究所 相
模原
山梨県森林環境部みどり自然課 編 山梨県特定鳥
獣 ニホンジカ 保護管理計画
東京都環境局自然環境部計画課 編 第 期東京都
シカ保護管理計画 人とシカが共存する多摩の豊かな森づ
くりを目指して
千葉県環境生活部自然保護課 第 次千葉県特定鳥
獣保護管理計画 ニホンジカ
米田政明 有本 誠 戸田光彦 平田聡子 野生動
物調査ハンドブック 分布 生態 生息環境 哺乳
類 鳥類編 自然環境研究センタ 東京
平川浩文 自動撮影が切り開く新しい哺乳類研究のア
プロ チ 森林総合研究所北海道支所研究レポ ト
塚田英晴 深澤 充 小迫孝実 須藤まどか 井村 毅
平川浩文 放牧地の哺乳類相調査への自動撮影装置
の応用 哺乳類科学
山根正伸 三橋正敏 ニホンジカ生息数調査におけ
るカメラセンサス法の適用 丹沢札掛での試行結果 神
奈川県自然環境保全センタ 研究報告
石井洋二 農林作物猿害被害地における自動撮影装
置の記録結果について 森林防疫
上田弘則 姜 兆文 山梨県におけるイノシシの果
樹園 放棄果樹園の利用 哺乳類科学
で最も高く 奥山地域 で最も低かった 奥山地域 で て 準絶滅危惧種 に指定されているニホンモモンガを確
は イノシシ とシカ が全体の を占め 認した このことは 本地域が 野生動物にとっての貴重
た また 里山地域 では サルの撮影頻度が比較的高く な生息地であることを示している この地域の野生生物を
全体の を占めた 適切に管理していくことは 食害問題だけでなく貴重な野
生生物の保全という点からも重要である
撮影頻度の種順位については シカが最も高い撮影頻度 本研究の実施にあたり 小菅村役場の青柳万寿男さ
を示した シカによる食害が深刻な丹沢地域 枚 ん 奥秋一俊さん 奥秋長一さん 加藤源久さん 佐藤英
カメラ日 と比較すると 撮影頻度は 倍低い値を示し 敏さん 嶋崎新吾さん 青柳ツヤさんのご協力を得た 深
たが 位以下の種を大きく引き離すという点で類似して く感謝する 本調査は 科学研究費補助金若手研究
いた 事実 小菅村西部大菩薩峠周辺の自然植生や栽培ワ によった
サビへの食害が出始めている 小菅村における特定鳥獣保
護管理でのシカ捕獲は 年から開始された から
年上半期での捕獲頭数は合計 頭で 小菅村の北部
に隣接する丹波山村での捕獲頭数 頭と比較して低い値
である 小菅村役場 シカ捕獲頭数は年 増加の傾向にあ
るが 今後の個体数増加の可能性を考えると 捕獲頭数を
より増やす必要があるのかもしれない しかし 小菅村で
の狩猟者や勢子の減少は深刻な問題であり 目標捕獲数を
達成するのが難しい現状もある
奥山地域 においては イノシシとシカの撮影頻度が著
しく高かった 小菅村はイノシシが比較的少ないと言われ
ている 奥秋一俊氏 私信 実際 奥山地域 以外におけ
る撮影頻度は低い値を示していた このことは 湧水域と
いう環境が影響を与えているためと考えられ 湧水域が
イノシシやシカといった採食被害を引き起こす可能性が高
い種の個体群分布のコアサイトであることを示唆してい
る このように野生動物とって重要 かつ効率よく検出で
きる環境を把握することは 適切な野生生物管理にもつな
がると考えられる
里山地域 においては サルの撮影頻度が比較的高かっ
た 我 は 写真および直接観察により 首輪式発信機が
装着されたサルを少なくとも 個体確認している 隣接す
る丹波山村や東京都奥多摩町では 個体への首輪式発信機
を利用した生態調査を実施しており 隣接市町村を跨ぐ行
動圏を持つグル プ あるいは行動圏自体を移動させたグ
ル プであると考えられた この地域では 数年前からサ
ルによる農業被害が出はじめ 現在では低嗜好性農作物で
あるトウガラシやサトイモを主に栽培するようになってい
る サルの例と同様に 東京都が実施した水道水源林内で
調査捕獲されたシカの行動圏調査 あるいは山梨県が実
施したサルの行動圏調査 からも 生息分布域が隣接行政
区にまたがるケ スが報告されている 野生生物管理にお
いて 隣接行政区との協力をより強化する必要性があるこ
とを示している
また 小菅村南東部に隣接する上野原市では特定外来生
物に指定されているアライグマ が確認され
ている そのような隣接地域においてもセンサ カメラ
による監視が求められる
本調査地域で確認した中大型哺乳類は 山梨県で確認さ
れている種全てを網羅し この地域の多様な哺乳類相を示
した 今回の対象種ではないものの 奥山地域 におい
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ATSUBAYASHI SHIZAKA AKAGAWA
AKAMURA
: Census of the middle to large mammalian species except for rodents and was
conducted by camera-traps at areas of a secluded mountain and areas near villages in a total of
areas of Kosuge, Yamanashi, central Japan for months from April to December ( ,
camera-day). The species were photographed and compared with the photographed frequency
(number of photographs per days). The top ﬁve species were the sika deer ( ; . ),
followed by the wild boar ( ; . ), the Japanese martin ( ; . ), the Japanese
macaque ( ; . ), and the raccoon dog ( ; . ). The rate of
photographed frequency of the sika deer ( . ) was . times higher than that of the wild boar
( . ). Between areas the sum of photographed frequency of focal species was the highest in the
area of secluded mountain A containing spring water ( . ; species), followed by the area near the
villages A ( . ; species), B ( . ; species), and the area of secluded mountain B ( . ; species).
The photographed frequency at the spring water may reﬂect population density and/or visitation
frequency of the animals, and suggests that the area is one of the important habitats for wildlife
management.
: camera trap, sika deer, spring water, wildlife damage, wildlife management
A preliminary study on prevention of wildlife damage by camera trap
By
Hisashi M *, Shingo I *, Tetsu N **
and Yukito N *
Middle to Large Mammalian Fauna in the
Headwater of Tamagawa River
Chiroptera
Cervus nippon
Sus scrofa Martes melampus
Macaca fuscata Nyctereutes procyonoides
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